




The Study of Psychological Support for aged persons
by using of Self-Active Relaxation Therapy

































































 （ 1 ）調査対象者
　高齢者（60歳以上）　 8 名
 （ 2 ）調査期間・調査場所
　2014年 7 月29日～ 2014年 8 月 3 日・A県
74























 （ 4 ）面接記録
　半構造化面接の内容については ICレコーダー，イン
タビュー用紙を用いて記録し，逐語録を作成した。
 （ 5 ）分析方法
　 8 名の対象者へのインタビュー内容を，先行研究（原









































 1 ．事例 A
　Ａさん　女性　61歳　サートのリピーターである。










































































































 （ 3 ）関連図
 2 .事例 B
　Ｂさん　女性　83歳　サートのリピーターである。






















































































































































































 （ 3 ）関連図 
 3 .事例 C
　Cさん　女性　64歳　この時サートをするのがほぼ初
めて。
 （ 1 ）サートの感想
























































3 .?? C 
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